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１.洪水規模毎の減災目標

命を守ることを最重要課題と
して取り組む

命と財産を守るための
施設整備

大雨等の規模

現況の堤防等の能力の規模 堤防等設計の計画の規模 想定し得る最大規模

江の川流域で100年に1回
程度降る大雨を対象

過去に山陰地区で降った
最大の大雨

＜協議会の検討事項＞
想定し得る最大規模降雨という堤防等では防ぎきれない洪水に

対し、江の川特有の課題を抽出し、関係機関が減災に対する目標
や取組みを共有する。

S47洪水規模（既往最大） 河川整備基本方針

河川整備計画

これまで 新たな検討
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２．想定最大規模降雨（今回）

＜想定最大規模降雨とは＞
・気候変動により頻発化・激甚化する水災害に対応するためには施設の能力を上回る外力の発生を想定
・近隣の流域等における降雨が同じように発生すると考え、国内を降雨特性が類似するいくつかの地域に分割し、
その地域内で観測された最大となる降雨を用いて想定最大外力を設定

社会資本整備審議会（気候変動に適応した治水対策検討小委員会）

■平成2年9月台風19号洪水
（想定最大降雨）
■H2.9 台風19号経路図※1 ■H2.9.18 AM9:00天気図※1

■H2.9/18 5:00～9/20 4:00の山陰地方雨量分布

※1：気象庁HPより

江の川流域

江の川流域

48時間雨量が
400mm以上の領域

（単位：mm）

※ 解析雨量（レーダ雨量）をもとに作成
円山川と六方川

江の川流域は降雨特性により山陰に分類

尾関山上流（2,013km2）と同規模で実際に山陰地区で観測された
降雨を抽出

平成2年9月洪水（台風19号） 山陰地方で479mm/48時間
と降雨量を設定

被害最大となる江の川の降雨波形で浸水範囲を検討

○降雨の設定方法

○設定降雨の概要

流域面積
山陰地区

実績最大降雨
江の川

実績最大降雨

km2 mm/48時間 mm/48時間

尾関山 2013 479
373

（S47.7）

江　津 3874 441
384

（S47.7）

×1.28倍
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3.江の川上流における水災害の特徴
①三次盆地より上流は、有堤区間であり、山地部に降った雨が、川の合流部に形成された市街地に
集中するため、急激に河川水位が上昇する。河川水位の上昇に伴い、居住地側で水はけが悪くな
り、内水位が上昇しやすい。その後、更なる河川水位の上昇により、外水氾濫が発生する。
○昭和４７年７月洪水では堤防決壊前に内水氾濫で住民が避難
→内水氾濫も含めたタイムラインを検討し、避難情報の提供が必要

②三次盆地では江の川・馬洗川・西城川が合流するため、三川合流部の複雑な流れにより、堤防の
被災リスクが高い。
○昭和４７年７月洪水では、馬洗川と西城川の合流部で堤防が決壊
→避難時間を確保するための水防工法や危機管理型ハード対策が必要

④山間狭隘部（三次盆地下流）は、水位上昇が激しく、避難道路の水没により、集落が孤立するお
それがある。
○過去の洪水で度々、避難道路が冠水
→避難経路が冠水する前に避難を完了する必要がある

③外水氾濫が発生すると、氾濫原が狭いため、浸水深が大きく、氾濫流も勢いが強いため、家屋
倒壊も発生しやすい。
○昭和４７年７月洪水では、２階以上の浸水が見られ、垂直避難が困難
→ハザードマップの検証や広域避難計画の検討が必要

氾濫特性を踏まえた、適切な目標と取り組み方針の設定が重要7



４.減災のための目標（案）

■５年間で達成すべき目標

江の川上流の特徴である急激な水位上昇・深い浸水エリアから、
地域住民の生命を守るため、「逃げ遅れゼロ」を目指す

※逃げ遅れ・・・・・立ち退き避難が必要なエリアからの避難が遅れ孤立した状態

■上記目標達成に向けた３本柱の取組
河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を河川内で安全に流す対策に加え、江の川において

以下の取組を実施。

１．迫り来る危機に対応する的確な避難行動のための取組
２．避難時間を確保する効果的な水防対策の取組

３．水防災と地域社会を意識した防災教育の取組

三次市十日市地区
自衛隊によって屋根から救助される住民

課題：S47洪水でも孤立者が多数
→逃げ遅れが命の危険に直結
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１．迫り来る危機に対応する的確な避難行動のための取組

（１）大規模水害に対するタイムライン（防災計画）に関する事項

11



（２）大規模水害に対応するハザードマップに関する事項

１．迫り来る危機に対応する的確な避難行動のための取組

三次市街地ハザードマップ（H28.6現在） 12



１．迫り来る危機に対応する的確な避難行動のための取組

住民のニーズを踏まえ、住民が安全に避難できる情報発信ツールについて検討する。

（３）住民の避難行動を支援する防災情報ツールに関する事項

広島県防災メールサービス

ライブカメラ
の増設

地デジのデータ放送の活用

13



２．避難時間を確保する効果的な水防対策の取組事例

（１）危機管理型ハード対策に関する事項

②避難時間を確保するための堤防整備の促進

14



２．避難時間を確保する効果的な水防対策の取組事例

④避難経路を確保する効果的な排水施設の運用の検討

避難道路

三次市秋町地区H18.9洪水

避難道路

15



２．避難時間を確保する効果的な水防対策の取組事例

（２）避難行動を支援する水防活動に関する事項

①局所的に低い堤防等の事前水防活動の検討

鳥居橋：重要水防箇所（工作物）

右岸取付部：堤防が低い

桁下余裕高不足

完成

現状

地元要望で撤去されていない鳥居橋は桁下余裕高不足かつ堤防も局所的に低い。

左岸取付部：堤防が低い

事前に土のうを積む等
の対応を実施

事前に土のうを積む等
の対応を実施

16



３．水防災と地域社会を意識した防災教育の取組事例①

事例：防災講習会（S47年洪水から40年）

パネル展 講演会

・洪水被害の伝承し、
防災意識を啓発を
目的にパネル展や
講演会（水防団員の
体験談）を実施。

①過去の災害や他河川の事例を用いた防災講習会

②タイムラインや避難訓練と連携した水防訓練

避難訓練
（三次市十日市小） 水防工法体験

事例：H27総合水防演習in江の川上流

○各機関が連携した総合的な
防災訓練を実施。

・防災情報発表
（気象警報・避難勧告）、
・避難誘導、避難訓練
・水防訓練

（１）水防災を意識した防災教育に関する事項

17



③地域住民・水防団との危険箇所や重要水防箇所の合同点検

・避難行動の理解を深めるため、江の川沿川の三次市・安芸高田市の市職員・水防団・地域住民と一緒に、「洪水に対し
リスクの高い区間」の共同点検を実施。

【三次市での共同点検の実施状況】

【安芸高田市での共同点検の実施状況】

越水危険箇所の現地確認防災情報の説明 保有資機材の説明

越水危険箇所の現地確認 内水危険箇所の現地確認 保有資機材の説明

３．水防災と地域社会を意識した防災教育の取組事例②

18



３．水防災と地域社会を意識した防災教育の取組事例③

発表班別討議

・避難時の注意点を
行政・住民で共有

（２）地域の防災リスクを意識した住民参加型防災教育に関する事項

①ハザードマップや避難経路を意識した防災ワークショップ

防災ワークショップの開催（平成19年8月24日：安芸高田市主催）

S47年7月洪水の浸水深の表示板を67箇所に設置しています。
主な設置箇所（三次市役所、三次警察署、JR三次駅、三次小学校、三次バスセンター他）

③街の中における想定浸水深の表示

19



○その他：水害後の効率的な復旧・復興のための取組

③大規模災害を想定した排水計画（案）の作成

■過去の内水被害から想定される浸水箇所及び大規模災害時の排水方法について、排水
ポンプ車の設置位置や運欄ルートの確認等の総合的な排水計画を作成する。
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